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◇
国
際
開
発
協
会
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
法
律
第
一
三
号
）（
財
務
省
）

１

国
際
開
発
協
会
の
第
二
〇
次
増
資
に
伴
い
、政
府
は
、

同
協
会
に
対
し
、
従
来
の
出
資
の
額
の
ほ
か
、
四
、
二

〇
五
億
五
、
七
二
四
万
円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
出
資

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
政
府
代
表
の
設
置
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
（
法
律
第
一
四
号
）（
外
務
省
）

１

令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博

覧
会
に
関
し
、
国
際
博
覧
会
条
約
第
一
二
条
の
規
定
に

基
づ
く
政
府
代
表
と
し
て
、
外
務
省
に
「
二
〇
二
五
年

日
本
国
際
博
覧
会
政
府
代
表
」
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
条
関
係
）

２

代
表
は
、
特
別
職
の
国
家
公
務
員
と
し
、
か
つ
、
外

務
公
務
員
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

代
表
は
、
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
に
関
し
、

日
本
国
政
府
を
代
表
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

関
係
府
省
の
長
は
、
代
表
の
任
務
の
円
滑
な
遂
行
を

図
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四

条
関
係
）

５

代
表
の
任
免
は
、
外
務
大
臣
の
申
出
に
よ
り
内
閣
が

行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

６

代
表
の
俸
給
月
額
は
、
一
一
七
万
五
、
〇
〇
〇
円
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

７

こ
の
法
律
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、

二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
終
了
の
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
に
効
力
を
失
う
こ
と
と
し

た
。

国
及
び
都
道
府
県
が
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
主
等
及
び
労
働
者
に
対
す
る
援

助
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

機
会
の
確
保
に
係
る
も
の
を
含
む
こ
と
を
明
確
化

す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
五
条
の
二
第
一
項
関

係
）

２

協
議
会
に
関
す
る
規
定
の
新
設

都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
職
業
訓
練
に
関
す

る
事
務
及
び
事
業
を
行
う
国
及
び
都
道
府
県
の
機

関
（
以
下
こ
の

に
お
い
て
「
関
係
機
関
」
と
い

う
。）は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
職
業
能
力
の
開

発
及
び
向
上
の
促
進
の
た
め
の
取
組
が
適
切
か
つ

効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
関
係

機
関
、
職
業
訓
練
又
は
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練

を
実
施
す
る
者
、
労
働
者
団
体
、
事
業
主
団
体
、

職
業
紹
介
事
業
者
又
は
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事

業
者
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議

会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第

一
五
条
第
一
項
関
係
）

協
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て

い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
協
議
会
の
事
務

に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
し
た
。（
第
一
五
条
第
三
項
関
係
）

３

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
よ
る
配
慮
規
定
の

追
加国

、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
職
業
訓
練
の
実

施
に
当
た
り
、
労
働
者
が
そ
の
生
活
と
の
調
和
を
保

ち
つ
つ
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
職
業
訓
練
の
期
間
及
び
時
間
等

に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
八
条

第
三
項
関
係
）

４

そ
の
他

２
の

に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
に
つ
い

て
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
九
九
条
の
三
関
係
）

四

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
関
係

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の

期
間
に
お
け
る
雇
用
保
険
率
に
つ
い
て
は
、
一
、
〇
〇

〇
分
の
九
・
五
（
う
ち
失
業
等
給
付
に
係
る
率
一
、
〇

〇
〇
分
の
二
）（
農
林
水
産
業
及
び
清
酒
製
造
業
に
つ
い

て
は
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
一
・
五
（
同
一
、
〇
〇
〇
分

の
四
）、
建
設
業
に
つ
い
て
は
一
、〇
〇
〇
分
の
一
二
・

五
（
同
一
、
〇
〇
〇
分
の
四
））と
し
、
同
年
一
〇
月
一

日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る

雇
用
保
険
率
に
つ
い
て
は
、
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
三
・

五
（
う
ち
失
業
等
給
付
に
係
る
率
一
、〇
〇
〇
分
の
六
）

（
農
林
水
産
業
及
び
清
酒
製
造
業
に
つ
い
て
は
一
、
〇

〇
〇
分
の
一
五
・
五
（
同
一
、
〇
〇
〇
分
の
八
）、
建

設
業
に
つ
い
て
は
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
六
・
五（
同
一
、

〇
〇
〇
分
の
八
））と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
一

条
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

五

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

一
般
会
計
か
ら
雇
用
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
特
例

予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
を
支
給
す
る
事
業

等
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
に
相
当

す
る
額
を
一
般
会
計
か
ら
雇
用
勘
定
に
繰
り
入
れ
る

も
の
と
す
る
暫
定
措
置
を
令
和
四
年
度
に
つ
い
て
適

用
す
る
も
の
と
し
た
。（
附
則
第
一
九
条
の
三
関
係
）

２

雇
用
勘
定
の
積
立
金
の
特
例
等
（
附
則
第
二
〇
条

の
三
関
係
）

育
児
休
業
給
付
費
及
び
雇
用
安
定
事
業
費
を
支

弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
等
に
雇
用
勘
定

の
積
立
金
（
以
下
「
積
立
金
」
と
い
う
。）か
ら
同

勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
等
が
で
き
る
も

の
と
す
る
暫
定
措
置
を
令
和
六
年
度
ま
で
適
用
す

る
も
の
と
し
た
。

雇
用
安
定
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
二
事
業
費
充
当
歳
入
額
か

ら
二
事
業
費
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
た
残
余
の
う

ち
二
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
厚
生
労
働
大

臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め
る
金
額
を
雇
用

安
定
資
金
に
組
み
入
れ
、
当
該
残
余
か
ら
当
該
雇

用
安
定
資
金
へ
の
組
入
金
を
控
除
し
た
額
を
積
立

金
に
組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
た
。

に
よ
り
雇
用
安
定
事
業
費
を
支
弁
す
る
た
め

に
積
立
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
等
の
積
立
金
に

組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
の
総
額
に
相

当
す
る
金
額
か
ら
、
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
並
び

に
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
の
実
施
の

状
況
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
に

協
議
し
て
定
め
る
金
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
た
。

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
率
の
変
更
に
係
る
算
定

に
お
い
て
、

に
よ
り
繰
り
入
れ
た
金
額
等
を
積

立
金
に
あ
る
も
の
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
と
す
る

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。

六

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す

る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
関
係

１

そ
の
居
住
す
る
地
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
の
末
日
の
翌
日
か

ら
一
年
経
過
し
た
日
後
に
所
定
給
付
日
数
に
相
当
す

る
日
数
分
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
る
者
に

つ
い
て
、
特
例
延
長
給
付
を
支
給
し
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金

を
支
給
す
る
事
業
等
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
三
月
三

一
日
ま
で
の
休
業
期
間
に
お
い
て
、
支
給
の
対
象
と

す
る
も
の
と
し
た
。（
第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
関

係
）

七

施
行
期
日
等

１

検
討政

府
は
、
令
和
六
年
度
ま
で
を
目
途
に
、
育
児

休
業
給
付
及
び
そ
の
財
源
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
し
た
。（
附
則
第
九
条
第
一
項
関
係
）

政
府
は
、
五
の
２
の

に
よ
り
育
児
休
業
給
付

費
を
支
弁
す
る
た
め
に
積
立
金
か
ら
繰
り
入
れ
た

場
合
等
に
は
、
育
児
休
業
給
付
資
金
の
額
及
び
育

児
休
業
給
付
に
係
る
収
支
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

積
立
金
へ
の
組
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し

た
。（
附
則
第
九
条
第
二
項
関
係
）

政
府
は
、
令
和
六
年
度
ま
で
を
目
途
に
、
積
立

金
及
び
雇
用
安
定
資
金
の
額
そ
の
他
の
労
働
保
険

特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま

え
、
五
の
２
の

の
控
除
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
し
た
。（
附
則
第
九
条
第
三
項
関
係
）

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と

し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
の
８
及

び
二
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
該
規
定
に

基
づ
く
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
た
。（
附

則
第
九
条
第
四
項
関
係
）

２

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

二
の
13
の

公
布
の
日

一
の
１
及
び
２

令
和
四
年
七
月
一
日

一
の
８
、
二
（
２
、
11
及
び
13
の

を
除
く
。）

及
び
三
（
１
及
び
３
を
除
く
。）
令
和
四
年
一
〇

月
一
日
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